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大
和
村
の
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
第
23
回
ひ
ら
と
み
祭
り
」
は
８
月
30
日
（
土
曜
日
）、
大
和
港
思
湾

地
区
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
時
折
強
い
雨
風
と

な
り
ま
し
た
が
、
午
後
に
は
一
転
し
て
好
天
に
恵
ま
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
。
奄
美
の

夏
祭
り
の
風
物
詩
・
舟
漕
ぎ
競
争
や
村
民
も
大
活
躍
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
夏
の

夜
空
に
大
輪
の
花
火
を
咲
か
せ
会
場
は
終
日
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
の
舟
漕
ぎ
競
争
で
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
熱
戦
で
盛
り
上
が
っ
た

他
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
大
和
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン

ス
を
皮
切
り
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
シ
マ
ウ
タ
、
阿
波
踊
り
、
地
元
オ
ヤ
ジ

バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
夜
空
を
彩
る
花
火
大
会
。
人
々
は
過
ぎ
ゆ
く

夏
を
惜
し
む
よ
う
に
テ
ン
ポ
良
く
上
が
る
２
０
０
０
発
の
花
火
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

舟
漕
ぎ
競
争
は
夏
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
島
内
各
地
で
開

催
さ
れ
る
奄
美
大
島
の
伝
統
競
技
。
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
大
会
と
な
る
ひ

ら
と
み
祭
り
は
例
年
強
豪
チ
ー
ム
が
集
い
、
今
季
最
後
と
な
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
村
内
外
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
81
チ
ー
ム
が
参
加
。
パ
ワ
フ
ル

な
ヨ
ホ
（
櫂
）
さ
ば
き
で
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
チ
ジ
ン
を
打
ち
な
ら
し
て
応
援
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
特
に
地
元

チ
ー
ム
が
出
艇
す
る
と
一
段
と
大
き
な
声
援
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
エ
ン
ガ
の
部
（
男
子
の
部
）
で
は
「
荒
波
會
」
が
初
優
勝

を
飾
り
、メ
ラ
ブ
の
部
（
女
子
の
部
）
で
は
「
ふ
う
だ
な
あ
ま
ん
じ
ぎ
ゃ

る
ず
」
が
５
年
ぶ
り
６
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
地
元
に
花
を
飾
り
ま

し
た
。

舟
漕
ぎ
競
争
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
エ
ン
ガ
の
部
①
荒
波
會
②
仲
勝
壮
年
団
③
手
広
海
賊
団
④
実
組

□
メ
ラ
ベ
の
部
①
ふ
う
だ
な
あ
ま
ん
ぎ
ゃ
る
ず
②
め
ぐ
み
の
園
③
頓
原

ｓ
ｈ
ｙ
ｎ
ｅ
ｅ
ｓ
④
一
心
同
体
笑
女
隊

□
集
落
対
抗
エ
ン
ガ
の
部

　

①
湯
湾
釜
②
大
棚
③
国
直

□
集
落
対
抗
メ
ラ
ベ
の
部

　

①
大
和
浜
②
思
勝
③
津
名
久

直
川
智
翁
の
偉
業
を
讃
え
る

第
23
回

　

ひ
ら
と
み
祭
り
は
、
大
和
村
思
勝
集
落
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
開

饒
（
ひ
ら
と
み
）
神
社
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
製
糖
業
の

祖
直
川
智
（
す
な
お
か
わ
ち
）
翁
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。　

祭
り
は
、

こ
の
開
饒
神
社
で
製
糖
業
の
繁
栄
と
祭
り
の
安
全
祈
願
を
主
催
者

と
糖
製
業
関
係
者
、
ま
た
群
島
各
地
の
糖
業
関
係
者
よ
り
届
く
「
豊

作
祈
願
書
」
と
共
に
玉
串
を
捧
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

花

大和村に

ふうだなあまんぎゃるず  優勝！
ＨＩＲＡＴＯＭＩ 　ＦＥＳＴＩＶＡＬ
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祭りのフィナーレは約 2000 発の打ち上げ花火
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奄美少年自然の家主催のスターウォッチング in 大

和村が８月１２日（火）、思勝港湾緑地公園で

行われ、村内の親子ら約 60 名が参加しました。

　まず、プロジェクターを使って地球から遙か彼方の

宇宙へ擬似旅行を体験。今居る大和村から上空を昇っ

て地球を望み、太陽よりも大きな星や地球から遠い場

所にある星をいくつもいくつも通り過ぎ、果てしなく

広い宇宙に想像を膨らませました。また、夏によく観

察することができるペルセウス座流星群や夏の大三角

などの星座についてレクチャー。実は夏期が流星群を

一番観察しやすい時期であることや、星座は約 5000

年前の人々が夜空に絵を描いたことが始まりとされ、

ギリシャ神話と結びついて各地へ広がり、現在 88 個

ある星座は世界共通であることを学びました。　いよ

いよ天体望遠鏡で実際に観察ですが、この日の天候は

あいにくの曇り模様。雲間から夜空が顔を出すタイミ

ングをはかりながら、ペルセウス座流星群や土星を天

体望遠鏡で観察しました。肉眼で見る星と望遠鏡で見

る星はやはり別格。いつもは点にしか見えない星が明

るくはっきり見ることができます。順番に望遠鏡を覗

くと子ども達から「わぁ－！すごい！」と歓声が上が

りました。

環境省奄美野生生物保護センターと奄美自然体験

活動推進協議会では、8 月 4 日、「手羽先を食

べて骨格標本を作ろう」と題してネイチャークラフト

教室を開催しました。講師は奄美動物病院の伊藤圭子

氏。私たちの体を支える骨の仕組みをじっくり観察し

て欲しいと、今回は身近な食材 ” 手羽先 ” を使って骨

格標本作りに挑戦しました。

　各家庭で調理した手羽先をみんなで美味しく味わっ

た後、残った骨をよく観察。ニワトリの手羽先は人間

でいう、肘から指にあたる部分だと学びました。

　骨格標本を作るには、骨についた細かな肉や脂の除

去に数日程度時間が必要なため、今回は予め掃除をし

ておいた骨を使い、一人ずつ骨格標本づくりに挑戦し

ました。１本、十数個の骨のパーツですが、関節同士

が上手くはまるように組み立てる作業は、まるで難関

なジグソーパズルのよう。接着剤やピンセットを片手

に、子どもはもとより大人も夢中になって取り組んで

いました。時間をかけて出来上がった手羽先の骨格標

本は、化石発掘の現場から発見された「恐竜の骨」の

よう。その格好の良さに思わず見とれてしまう子ども

たちでした。

手羽先で見る「骨」の仕組み

ペルセウス座流星群を追いかけて

夏のネイチャークラフト教室

夏のスターウォッチング

将来の大和村を担う子ども達に、行政や議会の仕

組みを知ってもらおうと、7 月 30 日、第 2 回

大和村子ども議会が開催されました。村内の小学 5，

6 年生の中から選ばれた８名の「議員」が日頃から感

じている身の回りのことや大和村の将来について質問

を行うもの。子ども達は議場の雰囲気に臆することな

く堂々と意見を述べ行政への提案を行いました。

　質問は「学校では窓を全開にしていますが、授業中

にスズメバチなどの虫も入ってくるので授業に集中で

きません。全ての窓に網戸を付けてもらえないでしょ

うか」（森岡敬司さん・大和小 6 年）といった学校生

活での切実な声から「大和村は素晴らしい自然がある

のに、道路にはたばこの吸い殻や空き缶などゴミがあ

ります。ゴミ一つない大和村を目指すために、村全体

でボランティアのゴミ拾いの実施や、ポイ捨て禁止の

ポスターを貼ることはできないでしょうか」（出見颯

さん・大和小 6 年）と大人のモラルに果敢に意見する

場面もありました。子ども議会終了後には藤井俊郎教

育長が「みなさん一人一人が意見を持つことは大事な

ことです。夢を持って自分に負けずにがんばってくだ

さい。」と子どもたちを激励しました。

大和村の初夏の味覚、スモモ（奄美プラム）の

2014 年シーズンが終了しました。

今期の集出荷は昨年（５月２０日）より遅く、５月

２６日から６月２０日まで、本村の湯湾釜選果場と奄

美大島選果場（奄美市名瀬朝戸）の２カ所で行われま

した。

　JA あまみがまとめた２０１４年共販実績によると、

取扱量は４２．８トン（前年比＋２５．５トン）、販売

額は１千４８８万３千円（前年比＋６２２万１千円）

と、量、額ともに増加しました。大和村での実績も、

取扱量３３．２トン（前年比＋２１．２トン）、販売額

１千１５７万６千円（前年比＋５７１万５千円）と昨

年の過去最低水準から２～３割増。豪雨や台風で受け

た樹勢のダメージが回復してきたことが明らかとなっ

た。しかし、気象条件等により昨年度より収穫が遅れ

たことで、販売時期が６月にずれたことから単価は思

うように上がらず、キロ単価は３４８円となった。

　村産業振興課では「樹勢は回復傾向にあるが、老木

樹の回復力が未だ弱い。村単独事業での肥料の半額助

成や老木樹の改植を継続して推進していきたい。」と

語った。

台風被害から樹勢回復の兆し

ポイ捨てのない大和村にしませんか？

２０１４年スモモシーズン終了

大和村こども議会開催
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アラセツ、シバサシ、ドゥンガは島のミハチガツ

（八月三節）と呼ばれ、奄美大島各地で八月踊

りが行われます。以前は三日三晩かけて集落全戸を回

ったと聞きますが、現在は公民館やトネヤ（集落の守

り神を祀る家）など数カ所で踊るのが一般的です。

　思勝集落（永野誠光区長・66 世帯）では、人口の

減少や生活スタイルの変化により八月踊りの存続が危

ぶまれる時期がありましたが、青年団を中心に一念発

起。伝統文化を継承しようと日夜練習を重ね「キトバ

レ踊り」と名付け八月踊りを復活させました。

　今年は第 34 回を迎え、当日（9 月 13 日）午後 7

時に青壮年団・婦人会がトネヤの玉井俊一さん宅に集

合。集落の安全祈願をした後、玉井さん宅の庭先で「三

足踏（あしなれ）」を踊りました。集落の各会場に移

動した後も若者達は大きな声で唄を掛け合い、太鼓を

打ち鳴らし、キトバレ（祈祷祓い）の願いを込めて踊

りました。また、今年は集落民はもとより村外、県外

からも多くの参加者が集まり、地元住民はいつも以上

に勢い込み、会場は終始大いに盛り上がりました。

　伝統文化に限らず、他の地域からの刺激が良い起爆

剤となり、シマの良さ見直す良い機会なのかもしれま

せん。

敬老の日を前に、9 月 12 日（金）に伊集院村長

が各集落を訪れ村内の高齢者に敬老記念品と敬

老年金の贈呈を行いました。

　村内では高齢者の長寿を祝福することを目的として

70 歳以上の高齢者へ年齢に応じて敬老年金を支給し

ています。

　思勝集落では伊集院村長が「先輩みなさんのお陰で

今の大和村があります。これからもみなさんが健康で、

また安心して暮らせる村づくりに貢献していきます。

お元気で充実した生活を送って下さい」とあいさつ。

敬老者から代表で仲新城長章さんが敬老金を「ありが

とうございます。うれしことです。」と受け取りました。

　また、この日各集落公民館では、記念品贈呈に合わ

せ敬老会やカラオケ大会が開催されました。そしてス

ペシャルゲストとして、大和保育所の園児たちがお遊

戯が披露しました。「おじいちゃん、おばあちゃん長

生きしんしょれよ～！」と園児たちが手作りしたメダ

ルが敬老者にプレゼントされると、みなさん目を細め

てほほえんでいました。園児と共に健康と長寿を祝い、

高齢者の笑い声が絶えない一日となりました。

　皆様の健康とご多幸をお祈り申し上げます。

いつまでも元気で健やかに。

夏の夜空に響くチジンとシマ唄

村内の敬老者に敬老記念品を贈呈

思勝集落・キトバレ踊り

大和村民生委員児童委員定例会が８月２０日（水）

に産業振興センターで開催され、各地区の状況

報告のほか、大和消防分駐所の職員による応急手当の

講習が開催されました。「誰もが、いつ・どこで、突

然のケガや病気におそわれるかわかりません。もしも

のときに一人一人が冷静に的確な応急手当が行えるよ

う準備することが大切です。」と大和消防分駐所南雲

主事より説明がありました。またトレーニングマネキ

ンと AED（＝自動体外式除細動器）を用いて、救命処

置の一連の流れを実演。民生委員と役場の若手職員も

参加し、初めて扱う AED に苦戦しながら実際に救命

処置の方法を体験しました。

　処置の流れは、①倒れている人の発見②応援を呼ぶ・

119 番通報・AED の手配③呼吸の確認・気道確保④

心肺蘇生（胸骨圧迫・人工呼吸）⑤ AED の実施⑥心

肺蘇生を救急車が到着するまで続けます。

　村内で AED が設置されている施設は役場・消防署・

村体育館・各小学校・中学校・大和の園の９カ所です。

　日頃からの健康管理ももちろんですが、万が一の場

合に備え、みなさんのお住まいの近くの AED が設置

してある場所をぜひご確認ください。

奄美大島 5 市町村では、奄美大島の自然的・社会

的条件に応じた生物多様性の保全と持続可能な

利用を促進することを目的に平成 25 年度より「奄美

大島生物多様性地域戦略（案）」を策定しています。

この事業の一環として、8 月 20 日（水）に小中学生

の親子を対象に奄美フォレストポリスにおいて「奄美

の自然　じっくり体験会」を開催しました。

　講師に琉球大学 横田教授、東京大学医科学研究所 

服部准教授らを迎え、村内外から 21 名の親子が参加。

施設内に生育生息しているヒカゲヘゴなどの植物や夏

期に発生しているトンボ類、オキナワキノボリトカゲ

などのハ虫類を観察しました。参加者からは、「この

植物はなんて言う名前ですか？」、「オキナワキノボリ

トカゲのオスとメスはどこで見分けるの？」などの質

問が飛び交いました。講師からは、フォレストポリス

は奄美大島の中で唯一、奄美に生息するほとんどのト

ンボの種類を観察できる貴重な場所。しかし、ここに

も奄美には元々いなかったアカギやアメリカハマグル

マなどの外来の植物が生育しています。今後、この地

域の特性を守っていくためにも外来種の駆除やこれ以

上外来種を入れない取り組みが大切です。と結びまし

た。村としても今後駆除作業を進める予定です。

奄美フォレストポリスで体験会

繫げよう救命のリレー

奄美大島生物多様性地域戦略策定運用協議会主催

救急車が来るまでに私たちにできる処置
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新築住宅助成金・
　　　空き家改修助成金のお知らせ

やまとそん女子旅実行委員大募集!
　地域活性化と交流人口、人口の増加を目的として今年度より「やまとそん女子旅実行委
員会」（以下、「実行委員会」）を立ち上げ、奄美大島外在住の女性限定の「やまとそん女子
旅ツアー」を開催することとなりました。
　そこで、ツアーに参加する女性のみなさんをおもてなしする「実行委員会」を有志で結
成するため、そのメンバーを次のとおり募集します。ツアーの行程を考えたり、参加者と
の交流を通じて大和村の魅力を再確認し、地域興しに挑戦してみませんか。みなさまのご
参加をお待ちしております。

■開催日
　平成 27 年 2 月 21 日（土）～ 2 月 23 日（月）
　※一部日程のみの参加も可能です。
　※来年度以降も開催予定です。
■募集資格
　・村内在住の方・村内に通勤されている方
　・20 歳～ 45 歳の男女
■その他
　・ツアー開催前に、事前説明会等を開催します。
■申込み期限
　なし
■申込み・問い合わせ先
　大和村役場　総務企画課内　やまとそん女子旅実行委員会
　TEL 0997-57-2111    FAX 0997^57-2161

　
　定住を促進し、地域活性化を図るため、村内に

おいて、床面積 50 平方メートル以上の住宅を新

築された方に対し、1 件あたり 100 万円を助成し

ます。

※助成金の受給には要件等があります。

　
　U ターン I ターン者の受け入れを目的に、現
在空き家となっている家を所有者が行う改修費
用に対し、予算の範囲内で助成金を交付します。

●対象者
次のいずれにも該当する空き家所有者が対象と
なります。
①村内に存する空き家を改修した方
②改修した空き家に村外から転入があった場合
　※役場も入居者の斡旋に協力します。
③村民税等を滞納していない方

●助成金額
　助成金の額は、助成対象工事に要する費用の
うち 30 万円を上限に助成します。

●助成の対象となる工事
改修工事に要する費用が、以下の工事を除いた
額が 10 万円以上であるものが対象となります。
①改修家屋に付属する地下埋設物等の撤去費用
②改修工事に伴う仮設工事費用のうち交通安全
対策等に係る経費
③公共工事による移転、建て替えその他の補償
の対象となっている建物の撤去費用

　「新築住宅改修助成金」と「空き家改修助成金」ともに
第一号対象者の交付式が 9 月 19 日、村長室において行わ
れました。
　「新築住宅改修助成金」の対象者は元島敏昭さん（湯湾
釜）、「空き家改修助成金」の対象者は福本建設（代表取締
役 福本剛敏さん）で、お二人は「第一号でこのような制
度を利用することができ、大変ありがたい。今後も大和村
へ貢献していきたいと思います。また、村民の方々へもこ
の制度の活用を呼びかけたい。」とコメント。また、福本
建設からは、「隣接している大和の園のお役に立ててくだ
さい。」とご寄付を頂戴しました。
　新築や改修を考えている方は、総務企画課へ一度ご相談
下さい。

保健推進員が委嘱されました !

　9 月 16 日（火）に保健推進員委嘱状交付式が行われ、19 名（左
記のとおり）に伊集院村長から委嘱状を手渡されました。
　保健推進員は、村民の健康管理に関する各種健康診断の受診推
進や集落で開催される運動教室の普及啓発など、村民が健やかな
生活が送れるよう支援します。
　伊集院村長からは、「今年度より新たに設置された保健推進員
制度ですが、今後皆様と行政、各種団体が連携し村民の架け橋と
なることと期待します。協働して子どもから老人まで元気に暮ら
せる大和村を目指しましょう。」と挨拶しました。

そろそろ新しいお家に・・・

空き家を貸出そう・・・

と思ったら、ご相談下さい。

〈新築住宅助成制度〉〈空き家改修助成金〉

集落 氏名

1 国直 晨原　政代

2 国直 江﨑　信子

3 湯湾釜 上原　寿代

4 湯湾釜 元田　イシ子

5 津名久 仁添　淳子

6 思勝 三田　富喜子

7 大和浜 重信　かほり

8 大和浜 吉田　のり子

9 大棚 藤村　栄子

10 大棚 大石　松美

11 大金久 河野　苞代

12 大金久 河野　みどり

13 戸円 馬屋原　悦子

14 戸円 坂元　りん子

15 名音 國副　ユキヨ

16 名音 松尾　キク

17 名音 重野　弘乃

18 今里 山田　逸美

19 今里 森山　博江
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種目 １位 ２位 ３位 種目 １位 ２位 ３位

小学１年女子 100m 大野日菜子 福本　栞奈 直島　麗凉 ボール蹴り 大　棚 宮古崎 大和浜

小学２年女子 100m 中島　心嘉 宮島　瑠璃 井上奈津美 宝つり 名　音 大和浜 宮古崎

小学３年女子 100m 林　琉音 中島　心那 新走回転 おがみ 大　棚 名　音

小学４年女子 100m 賀川　美紀 宮本　心満 小口　藍果 俵運搬リレ－ 大　棚 今　里 大和浜

小学５年女子 100m 江﨑　仁美 佐多　萌笑 稲元　音色 女子ファミリー縄跳び 大　棚 宮古崎 名　音

小学６年女子 100m 重信　優香 中島　心優 勝　えりい 男子ファミリー縄跳び みねやま おがみ 宮古崎

小学１年男子 100m 林　琉葵刀 長田旺二郎 徳　冠汰 女子年代別リレー 大　棚 宮古崎 みねやま

小学２年男子 100m 元山　漣 高島　潮乙 登喜　健大 男子年代別リレー 宮古崎 大和浜 大　棚

小学３年男子 100m 出見　優斗 重田　俊輔 佐多　広道 女子輪入れ 大和浜 大　棚 おがみ

小学４年男子 100m 徳　楓汰 政村　李玖 奥平　光 男子輪入れ みねやま 名　音・今　里

小学５年男子 100m 林　二刀流 佐多　健伸 福田　寛太 タイヤ回し 宮古崎 おがみ 大　棚

小学６年男子 100m 出見　　颯 森田祥太郎 森　　聖也 女子百発百中 大　棚 今　里 みねやま

中学１年女子 100m 林　　美嶺 德島　千聖 塩屋　美空 男子百発百中 今　里 名　音 宮古崎

中学２年女子 100m 中　明日海 武原　美希 森岡　めい 綱引き 大　棚 みねやま おがみ

中学３年女子 100m 重野　七海 大山瀬李華 津田　祐奈 メディシンリレー 大　棚 みねやま 今　里

中学１年男子 100m 賀川　翔瑛 山下　晟弥 政村　紫音 ムカデ競争 大　棚 大和浜 名　音

中学２年男子 100m 高島　　洋 登喜　龍生 仁規　汰一 テルかっけリレー 大和浜 みねやま 大　棚

中学３年男子 100m 賀川　航太 福山　勇成 勝　　純一 玉入れ 大　棚・おがみ 宮古崎・みねやま

中学女子 200m (1) 中　明日海 福山　祐実 前田　侑香 女子ゲートボール おがみ 大和浜・みねやま

中学女子 200m (2) 武原　美希 直崎　京花 大山瀬李華 男子ゲートボール 今　里 名　音 みねやま

中学男子 200m (1) 福山　勇成 勝　　純一 赤井　将輝 夫婦２人３脚 大　棚 今　里 宮古崎

中学男子 200m (2) 賀川　航太 登　　海人 登喜　龍生 ビン倒し 今　里 宮古崎 みねやま

高校女子 100m 中　あかり 前田　友梨 吉原　　唯 女子水入れ おがみ 今　里 大　棚

高校男子 100m 前田凌太郎 愛川　　蓮 仁規将太郎 男子水入れ 宮古崎 大　棚 おがみ

高校男子 200m 前田凌太郎 愛川　　蓮 仁規将太郎 小学 400m リレー 大　棚 大和浜 今　里

一般女子 100m 里原ありさ 市田　仲子 原　　　彩 中学 600m リレー 宮古崎 みねやま 名　音

一般男子 100m 市田晋太朗 福島　秀太 川下　　誉 高校 600m リレー 宮古崎 大和浜 おがみ

一般男子 200m 泉　　大地 三島　崇弘 小椋　崇弘 一般女子 400m リレー 大　棚 みねやま 大和浜

30 代以上女子 100m 南　　聖子 市田　仲子 下之園由美 一般男子 800m リレー 大和浜 今　里 おがみ

40 代男子 100m 森田　裕三 賀川　輝也 梅田　健二

50 代男子 100m 内山　英寿 長田　正浩 坂元　昇二 新記録

60 代男子 60m 福永　則雄 元野吉八郎 伊集院　正 ファミリー縄跳び 大　　　棚 145 回

一般男子 400m 福島　秀太 納　　孝行 早川　　翔

一般 1,500m 宮本　聖平 太　　純一 川下　　光 男女総合 大　棚 宮古崎 今　里

女子総合 大　棚 宮古崎 大和浜

躍進賞 大和浜

大和村民体育大会成績一覧

大棚Ｖ 7 達成！  ★  大和浜躍進賞受賞！

　
台
風
の
接
近
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
第
52
回
大
和
村
民
体
育
大

会
が
10
月
19
日
、
大
和
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
爽
や
か
な
秋
晴
れ

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
村
内
11
集
落
を
7
チ
ー
ム
に
編
成
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
か
ら
は
大
金
久
集
落
・
戸
円
集
落
が
手
を
組
み
、

「
み
ね
や
ま
」
と
し
て
新
チ
ー
ム
が
誕
生
。
連
携
が
試
さ
れ
る
な

か
、
見
事
な
チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
各
種
目
の
上
位
に
食
い
込
む
好

プ
レ
イ
を
見
せ
ま
し
た
。

　

大
会
競
技
は
、
徒
競
走
や
リ
レ
ー
の
ほ
か
、
力
自
慢
の
「
綱

引
き
」
や
息
の
揃
っ
た
「
ム
カ
デ
競
走
」、
郷
土
色
を
活
か
し
た

「
テ
ル
か
っ
け
リ
レ
ー
」
な
ど
ご
当
地
競
技
を
含
め
た
全
33
種
目

で
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
地
域
の
名
誉
を
か
け
て
全
力

で
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
に
ま
わ
り
の
観
客
か
ら
は
、
大
き
な

声
援
が
上
が
り
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
名
物
と
な
っ
た
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
村
一
番
」
で
は
、

多
く
の
村
民
の
方
が
参
加
し
真
剣
勝
負
を
展
開
。
上
位
入
賞
者

は
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
や
加
湿
器
、
自
転
車
な
ど
の
高
額
商
品

を
手
に
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
成
績
結
果
は
、
全
種
目
安
定
し
た
力
を
発
揮
し
た

大
棚
チ
ー
ム
が
見
事
7
連
覇
を
達
成
し
た
ほ
か
、
大
和
浜
チ
ー

ム
が
躍
進
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
特
別
賞
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
鹿
児
島
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
に
お
い

て
5
連
覇
、
九
州
大
会
鹿
児
島
県
予
選
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

シ
ン
グ
ル
ス
大
会
に
お
い
て
3
連
覇
と
い
う
活
躍
を
果
た
さ
れ

た
直
崎
広
生
（
大
棚
小
・
6
年
）
く
ん
が
受
賞
し
、
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
住
民
の
親
睦
を
図
り
、
村

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第 52回大和村村民体育大会

「スポーツと　結いで築く　まほろば大和！」

そ ん た い 催開
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奄美マングースバスターズより
捕獲作業へのご案内とご協力のお願い

　
　10 カ年計画で全島からの根絶を目標とした「奄美大島におけるジャワマングース防除事業」は、2013 年度から新
たな計画がスタートし、宇検村、瀬戸内町（大島側）の全域にわなを設置しています。これまでマングースは 32,000
頭以上が捕獲され、近年は捕獲頭数が減少し続けています。その結果、アマミノクロウサギやアマミトゲネズミ、ケ
ナガネズミなどの希少な哺乳類の生息状況の回復が確認されています。また、昨年度のマングース捕獲数は 130 頭で
過去最低となり、マングースの生息密度がさらに低下したものと考えられています。

　奄美マングースバスターズは、カゴわなや筒わなによる捕獲を行うとともに、マングースの生息の有無を確認する
ためヘアトラップや自動撮影カメラによるモニタリング調査を実施しています（写真）。
※狩猟期間中、ご迷惑をおかけするかと思いますがご協力何卒宜しくお願いいたします。

奄美マングースバスターズの活動に関するお問い合わせ

・マングースによる農作物被害や目撃情報があった場合
・農作物被害対策としてのわな設置を希望する場合
・わなの設置場所についてのご相談
その他、ご意見・ご要望等ございましたらご連絡下さい

●一般財団法人自然環境研究センター奄美大島事務所
　奄美市名瀬浦上 1385-2　TEL：0997-58-4013
●環境省　奄美野生生物保護センター
　大島郡大和村思勝字腰ノ畑５５１TEL：0997-55-8620

マングース探索犬は現在 9頭で活動しています。

コース別　記録一覧
2 キロ男子の部 2 キロ女子の部

1 位 森田　祥太郎（大棚） 9 分 8 秒 1 位 武原　美希（津名久） 9 分 46 秒

2 位 白石　大晴（戸円） 9 分 34 秒 2 位 福山　祐美（津名久） 10 分 23 秒

3 位 森　聖也（今里） 9 分 43 秒 3 位 宮本　心満（津名久） 10 分 43 秒

４キロ男子の部 4 キロ女子の部

1 位 高島　洋（国直） 14 分 58 秒 1 位 水田　結子（思勝） 23 分 50 秒

2 位 白石　風歌（戸円） 16 分 57 秒 2 位 作井　由希乃（大金久） 27 分 17 秒

3 位 中田　匠（大棚） 17 分 18 秒 3 位 松尾　治子（思勝） 28 分 28 秒

10 キロ男子の部

1 位 太　純一（大棚） 38 分 51 秒

2 位 宮本　聖平（津名久） 39 分 58 秒

3 位 森岡　豊史（今里） 45 分 11 秒

第１回 ジョギング大会 開催！

　

第
１
回
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
（
主
催
大
和

村
・
大
和
村
教
育
委
員
会
）
が
11
月
16
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
の
前
身
は
、

第
30
回
ま
で
続
い
た
集
落
対
抗
村
内
１
周

駅
伝
競
走
。
人
口
の
減
少
や
少
子
化
の
影

響
に
よ
り
各
チ
ー
ム
と
も
選
手
選
考
に
苦

慮
し
、
大
会
運
営
委
員
会
で
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
昨
年
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
大
会
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
は
大
変
寂
し
い
で
す
が
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
と
か
た
ち
を
変
え
た
こ

と
に
よ
り
、
１
歳
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
村
民

121
名
が
参

加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
２
キ
ロ
・
４
キ
ロ
・
１
０
キ

ロ
の
３
つ
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

に
合
わ
せ
た
距
離
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
全
力

で
疾
走
す
る
方
や
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身

に
ま
と
っ
て
走
る
方
、
子
ど
も
と
手
を
つ

な
ぎ
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
親
子
な

ど
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
大
会
注
目
選
手
の

参
加
者
最
高
齢
・
泉
コ
ズ
さ
ん
（
83
歳
・

大
和
浜
）
も
４
キ
ロ
コ
ー
ス
を
見
事
に
完

走
さ
れ
、
余
裕
の
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
。
沿
道

で
応
援
す
る
方
々
か
ら
大
き
な
拍
手
が
湧

き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
各
コ
ー
ス
の
男
女

3
位
入
賞
へ
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
し
た
他
、

テ
レ
ビ
や
航
空
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
豪
華
景
品

が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

や
体
力
増
進
の
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
次
回
も
多
く
の
方
々
が
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

カゴわな 筒わな

センサーカメラ ヘアトラップ
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「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
等
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
27
年
1
月
か
ら
難

病
に
か
か
る
「
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
。

〇
対
象
疾
患
の
拡
大

　

助
成
対
象
が
56
疾
患
か
ら
、
約

300
疾
患
に
段
階

的
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

〇
自
己
負
担
額
等
の
変
更

・
受
給
者
の
方
の
医
療
費
自
己
負
担
割
合
が
３
割

か
ら
２
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

・
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
「
自
己
負
担
額
」

の
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
自
己
負
担
の
な
か
っ
た
方
も
、
所
得

に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

〇
指
定
医
療
機
関
・
指
定
医
の
指
定

〈
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
〉

・
平
成
27
年
１
月
か
ら
医
療
助
成
に
係
る
医
療
受

給
者
証
を
使
用
で
き
る
医
療
機
関
等
は
県
が
指
定

し
た
指
定
医
療
機
関
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

〈
指
定
医
に
つ
い
て
〉

・
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
の
申
請
に
必
要
な
医

療
意
見
書
（
臨
床
調
査
個
人
票
）
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
県
が
指
定
し
た
指
定
医
に
限

定
さ
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

・
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話
：
０
９
９
｜
２
１
８
|
３
１
３
４

・
名
瀬
保
健
所

　

電
話
：
０
９
９
７
｜
５
２
|
５
４
１
１

　

10
月
よ
り
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
管
内
に
お
け

る
登
記
相
談
に
つ
い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
予
約
制

が
試
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
登
記
相
談
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

□
試
行
開
始
日

　

平
成
26
年
10
月
1
日
（
水
）

□
相
談
日

　

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
・
祭
日

　

を
除
く
）

　

※
な
お
、
週
に
よ
っ
て
は
対
応
し
て
い
な
い
日

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局
登
記
係

　

住
所
：
奄
美
市
名
瀬
入
舟
町
23
番
地
1
号

　

電
話
：
０
９
９
７
｜
５
２
|
０
３
８
３

　

FAX

：
０
９
９
７
｜
５
２
|
０
３
４
８

  
　

鹿
児
島
県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等

の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄

防
止
強
化
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機
会
に

一
人
ひ
と
り
が
、「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ

な
い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
お

近
く
の
地
域
振
興
局
（
支
庁
）
保
健
福
祉
環
境
部

ま
た
は
、
鹿
児
島
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

電
話
：
０
９
９
｜
２
８
６
|
３
８
１
０

　

m
ail  

：sanpai110@
pref.kagoshim

a.lg.jp

□
大
島
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
（
名
瀬
保
健
所
）

　

電
話
：

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
」
で

す
。
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
は
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
パ
ー
ト

雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と

し
て
事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
労
働
保
険
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
加
入
手
続
き
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

□
労
災
保
険
と
は

　

労
働
者
が
業
務
上
の
災
害
や
通
勤
途
中
の
災
害

に
よ
っ
て
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
あ
る
い
は
不
幸

に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
被
災
労
働
者
や
遺
族
の

生
活
を
保
護
し
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
事
業
を

行
う
制
度
で
す
。
ま
た
、
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

お
は
か
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

□
雇
用
保
険
と
は

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や
職
業
教
育
訓
練
を

受
け
た
場
合
に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安

定
と
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険

給
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
に
対
し
て
の

各
種
助
成
金
の
支
給
や
、
失
業
の
予
防
、
雇
用
構

造
の
改
善
等
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

・
名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
２
―
０
５
７
４

・
名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
２
―
４
６
１
１

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
」

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す

新
！
医
療
費
助
成
制
度

登
記
相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た

　

鹿
児
島
県
で
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
し
、障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
鹿
児

島
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
障
害
の
有
無
に

関
わ
り
な
く
、
一
人
一
人
の
人
格
と
個
性
が
尊
重

さ
れ
、
社
会
を
構
成
す
る
対
等
な
一
員
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
鹿
児
島

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。　

　

大
島
支
庁
で
は
、
10
月
1
日
よ
り
障
害
を
理
由

と
し
た
差
別
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
障

害
者
く
ら
し
安
全
相
談
員
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

障
害
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
相

手
方
と
の
調
整
を
図
り
、
助
言
や
話
し
合
い
で
問

題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
受
け
た
ら
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

□
相
談
窓
口

　

大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課

　

電
話
：
０
９
９
７
｜
５
７
|
７
２
２
２

 

□
受
付
時
間

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
等
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
個
人
の
白

色
申
告
の
方
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
す

べ
て
の
方
は
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で

す
。

■
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税
の
申
告

が
必
要
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
。）

■
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
取
引
の
年
月
日
、
売
上

先
・
仕
入
先
そ
の
他
の
相
手
方
の
名
称
、
金
額
、

日
々
の
売
上
げ
・
仕
入
れ
・
経
費
の
金
額
等
を
帳

簿
に
記
載
し
ま
す
。

 　

記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご

と
で
は
な
く
日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め
て
記
載

す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

《
詳
細
に
つ
い
て
》

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w.nta.go.jp

）

　
「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿
の
記

載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る
「
記
帳
説
明
会
」

等
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
の
所
得
税
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
税
務
署

　

電
話
：
０
９
９
７
｜
５
２
|
４
３
２
１

　
　

※
自
動
音
声
案
内

　

大
島
地
区
衛
生
組
合
で
は
、
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
家
庭
用
指
定
ご
み
袋
、
ご
み
袋
帯
封
に
有

料
広
告
枠
を
平
成
27
年
度
よ
り
設
け
ま
す
。

　

奄
美
市
有
料
広
告
掲
載
に
関
す
る
基
本
要
綱
及

び
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
家
庭
用
ご
み
袋
、
ご

み
袋
帯
封
有
料
広
告
掲
載
取
扱
要
領
に
よ
り
、
広

告
主
を
募
集
し
ま
す
。

■
広
告
規
格
・
掲
載
等

・
指
定
袋
（
も
や
せ
る
ご
み
袋
大
）

大
き
さ
：
縦
10
㎝
×
横
20
㎝　
　

色
数
：
黒
１
色

枠
数
：
４
枠　
　

掲
載
料
：
10
万
円

・
指
定
袋
帯
封
（
４
種
類
お
の
ご
み
袋
）

大
き
さ
：
縦
３
㎝
×
横
９
㎝
（
表
に
出
る
部
分
）

　
　
　
　

縦
12
㎝
×
横
９
㎝
（
隠
れ
る
部
分
）

色
数
：
フ
ル
カ
ラ
ー
（
４
色
刷
り
）

枠
数
：
1
枠　
　

掲
載
料
：
５
万
円

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
島
地
区
衛
生
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ohsim

achikueiseikum
iai.com

/

）、

ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
□
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
地
区
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
（
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
３
―
２
９
６
９

　
　
　
　

０
９
９
７
―
５
２
―
９
７
６
６

　

FAX

：  

０
９
９
７
―
５
４
―
４
７
８
８

■
写
真
・
氏
名
掲
載
ご
了
承
の
お
願
い

　

広
報
や
ま
と
は
、「
顔
の
見
え
る
身
近
な
広
報

誌
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
誌
面
に
て
多
く
の
皆

様
の
顔
写
真
や
氏
名
年
齢
等
が
掲
載
さ
れ
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
の
う
え
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
み
袋
帯
封
有
料
広
告
の
募
集

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

今
月
の

題
字

名
音
小
学
校
６
年　

勝　

え
り
い
さ
ん

名
音
小
学
校
６
年　

重
田　

優ゆ

い衣
さ
ん

名
音
小
学
校
６
年　

川
畑
香か
え

み
慧
実
さ
ん

（や）（ま）（と） 広
報
や
ま
と
か
ら
の
お
願
い

や
　
ま

　
と
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Q 手続きに必要なものは？

　全国離島初のご当地ナンバー「奄美」が平成２６年１１月１７日から始まりました。

Q 申請料金は？

車検証・印鑑・運転免許証
※所有者と使用者が異なる場合は、別途書類が必要です。

用  紙  代     ：普通自動車　 ３０円
　　　　　    軽自動車　　１００円
ナンバー代： 希望ナンバーなし　１，８４０円
　　　　　　希望ナンバーあり　４，４００円

Q どこで手続きできるの？

全国へ出発進行!!

奄美ナンバースタート

＜普通車・オートバイで総排気量が 126cc 以上のもの＞
●鹿児島運輸支局奄美自動車検査登録事務所
　電話：0997-52-0757

満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人 口　1,647 人（ ＋ 1）
男　　　 798 人（ ± 0）
女　　　 848 人（ ± 0）
世 帯　 876 戸（ ＋ 6）

9 月１日現在
（前年同月比）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

中
山
　
絹き
ぬ
こ子
さ
ん
（
中
山
一
三
・
津
名
久
）

宮
田
　
一い
っ
き輝
さ
ん
（
宮
田
衣
津
茂
・
今
里
）

佐
藤
　
心こ
な
ん南
さ
ん
（
佐
藤
博
行
・
思
勝
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

伊
村
　
正
男
　
様
（
70
歳
・
大
金
久
）

納
　
忠
久
　
様
（
81
歳
・
名
音
）

畑
島
　
和
子
　
様
（
56
歳
・
大
和
浜
）

畑
山
　
み
つ
子
　
様
（
91
歳
・
大
和
浜
）

蔦
本
　
ス
ズ
キ
　
様
（
81
歳
・
戸
円
）

伊
村
　
伊
野
滿
　
様
（
96
歳
・
大
金
久
）

田
河
　
實
　
様
（
79
歳
・
戸
円
）

仁
島
　
ト
ミ
　
様
（
89
歳
・
戸
円
）

永
田
　
栄
子
　
様
（
42
歳
・
大
和
浜
）

満
島
　
ヤ
エ
　
様
（
89
歳
・
思
勝
）

納
　
行
友
　
様
（
84
歳
・
大
棚
）

川
畑
　
豊
貞
　
様
（
94
歳
・
名
音
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

中
里
　
チ
ズ
子
　
様
（
故
中
里
利
夫
様
）

納
　
マ
サ
ヨ
　
様
（
故
納
忠
久
様
）

畑
島
　
盛
義
　
様
（
故
畑
島
和
子
様
）

宮
田
　
フ
ク
エ
　
様
（
故
宮
田
賢
種
様
）

戸
内
　
セ
ツ
　
様
（
故
戸
内
行
男
様
）

藤
井
　
俊
郎
　
様
（
故
藤
井
和
人
様
）

伊
村
　
光
志
　
様
（
故
伊
村
伊
野
滿
様
）

田
河
　
智
美
　
様
（
故
田
河
實
様
）

仁
島
　
高
榮
　
様
（
故
仁
島
ト
ミ
様
）

川
畑
　
恒
広
　
様
（
故
川
畑
豊
貞
様
）

納
　
キ
ヨ
　
様
（
故
納
行
友
様
）

永
田
　
裕
美
　
様
（
故
永
田
栄
子
様
）

島島
のの

ピ
ー
ス
で
き
る
も
ん
！
と
カ
メ
ラ
に
向

か
っ
て
は
い
チ
ー
ズ
。

勝　

遥
也
さ
ん

保
護
者　

勝　

栄
一
朗
・
優
芳
さ
ん
（
名
音
）

４
人
兄
弟
、
末
っ
子
の
お
姫
様
。
人
懐
っ

こ
い
性
格
と
笑
顔
が
す
て
き
。

森
岡　

ミ
コ
さ
ん

保
護
者　

森
岡　

豊
史
・
美
沙
子
さ
ん
（
今
里
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

唐
沢
　
安
泰
　
様
（
東
京
都
）

郁
島
　
信
介
　
様
（
鹿
屋
市
）

石
戸
谷
　
浩
毅
　
様
（
東
京
都
）

石
川
　
雅
信
　
様
（
神
奈
川
県
）

川
畑
　
裕
子
　
様
（
横
浜
市
）

福
原
　
輝
義
　
様
（
さ
い
た
ま
市
）

寺
師
　
一
蔵
　
様
（
愛
知
県
）

田
川
　
ホ
ズ
エ
　
様
（
川
崎
市
）

小
田
　
サ
エ
　
様
（
千
葉
県
）

岡
崎
　
昇
　
様
（
島
根
県
）

満
井
　
裕
美
子
　
様
（
兵
庫
県
）

広
報
誌
御
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

泉
　
富
蔵
　
様
（
神
奈
川
県
）

久
志
　
哲
也
　
様
（
徳
之
島
町
）

川
畑
　
和
昭
　
様
（
奄
美
市
）

武
田
　
京
治
　
様
（
霧
島
市
）

前
泊　

俊
愛
さ
ん

保
護
者　

前
泊
勝
利
・
多
恵
子
さ
ん
（
大
和
浜
）

お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
！
元

気
い
っ
ぱ
い
の
次
男
坊
で
す
。

お
客
さ
ん
が
来
る
と
笑
顔
で
お
出
迎
え
。

商
店
の
看
板
娘
で
す
。

納　

琉
亜
さ
ん

保
護
者　

納　

幸
輝
・
葉
月
さ
ん
（
名
音
）

公
園
で
の
砂
遊
び
が
大
好
き
！
ユ
ニ
ー

ク
な
性
格
は
パ
パ
ゆ
ず
り
か
な
？

新
納　

晃
大
さ
ん

保
護
者　

新
納　

晃
幸
・
信
子
さ
ん
（
大
和
浜
）

上
間　

悠
介
さ
ん

保
護
者　

上
間　

蔵
生
・
美
佳
さ
ん
（
思
勝
）

兄
弟
け
ん
か
で
負
け
た
っ
て
全
然
平
気
。

我
慢
強
い
末
っ
子
で
す
。

関　

琉
煌
さ
ん

保
護
者　

関　

伸
哉
・
千
春
さ
ん
（
名
音
）

今
日
の
ご
飯
は
カ
レ
ー
と
聞
い
て
思
わ

ず
に
っ
こ
り
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き

く
な
～
れ
！

重
村　

希
和
さ
ん

保
護
者　

重
村
大
剛
・
ゆ
き
み
さ
ん
（
名
音
）

甘
え
ん
坊
の
女
の
子
。
お
母
さ
ん
の
抱
っ

こ
に
上
機
嫌
で
す
♪

＜軽自動車＞
●軽自動車検査協会鹿児島事務所奄美分室
　電話：050-3816-1762
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子
ど
も
の
頃
は
、
ど
の
集
落
に
も
田
ん
ぼ
が

あ
っ
た
。
夏
休
み
中
は
ち
ょ
う
ど
稲
刈
り
の
時
期

で
刈
り
取
っ
た
稲
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
、
竹
竿

に
一
束
ず
つ
ず
ら
っ
と
干
し
て
い
る
の
が
い
つ
も

の
夏
休
み
の
見
慣
れ
た
光
景
で
あ
っ
た
。
稲
を
刈

り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
は
、
水
が
抜
か
れ
乾
燥
し
て

い
る
の
で
、
足
を
捕
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
が
、「
ヴ
ェ
イ
ツ
ン
バ

シ
」
の
格
好
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
ヴ
ェ
イ
ツ
ン
バ
シ
」
の
「
ヴ
ェ
イ
」
と
は
「
ト

ン
ボ
」
の
こ
と
で
、「
ツ
ン
バ
シ
」
と
は
「
交
尾
を

さ
せ
る
こ
と
」。
ト
ン
ボ
を
交
尾
さ
せ
て
遊
ぶ
こ
と

で
は
な
く
、
ト
ン
ボ
の
捕
ま
え
方
の
一
種
で
あ
る
。

　　

ト
ン
ボ
の
中
で
も
特
別
に
大
き
い
ギ
ン
ヤ
ン
マ

（
方
言
名
：
コ
ガ
ネ
）
の
オ
ス
は
、
あ
こ
が
れ
の
的

だ
っ
た
。
綺
麗
で
貫
禄
が
あ
り
、
数
も
少
な
く
、

運
良
く
発
見
し
て
も
手
の
届
か
な
い
高
い
と
こ
ろ

を
飛
び
続
け
て
い
る
の
で
捕
ま
え
ら
れ
な
い
。
虫

取
り
網
な
ん
か
も
ち
ろ
ん
買
っ
て
も
ら
え
な
い
時

代
な
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
竹
ぼ
う
き
を
振
っ
て
い
た

が
、
上
空
を
悠
々
と
飛
ぶ
ギ
ン
ヤ
ン
マ
を
憧
憬
の

ま
な
ざ
し
で
た
だ
見
つ
め
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
、
威
力
を
発
揮
す
る
ギ
ン

ヤ
ン
マ
の
捕
ま
え
方
が
「
ヴ
ェ
イ
ツ
ン

バ
シ
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
ギ
ン

ヤ
ン
マ
の
メ
ス
を
捕
ま
え
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
メ
ス
は
、
オ
ス
と
違
い
低
い

と
こ
ろ
を
飛
び
、
す
ぐ
に
何
か
に
止
ま

る
習
性
が
あ
る
。
そ
の
止
ま
っ
た
と
こ

ろ
に
そ
っ
と
近
づ
き
ほ
う
き
を
上
か
ら

押
さ
え
て
捕
ま
え
、
メ
ス
の
し
っ
ぽ
の

付
け
根
を
糸
で
結
び
、
自
由
に
飛
べ
る

よ
う
に
す
る
。
釣
り
竿
の
要
領
で
、
糸

の
先
を
適
当
な
棒
に
く
く
り
つ
け
る
と

道
具
の
完
成
で
あ
る
。

　

メ
ス
を
飛
ば
せ
る
と
上
空
を
舞
っ
て

い
る
オ
ス
が
目
ざ
と
く
発
見
し
、
交
尾

を
す
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
。
し
ば
ら

く
頃
合
い
を
見
て
、
糸
を
慎
重
に
た
ぐ

り
寄
せ
、
よ
う
や
く
憧
れ
の
オ
ス
を
捕

ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

数
年
前
、
集
落
の
子
ど
も
会
で
米
作

り
体
験
活
動
を
し
た
。田
植
え
、稲
刈
り
、

脱
穀
、
餅
つ
き
と
一
連
の
作
業
を
行
っ

た
。
稲
穂
を
干
し
て
い
る
時
、「
ヴ
ェ
イ

ツ
ン
バ
シ
」
を
思
い
出
す
あ
の
頃
の
懐

か
し
い
匂
い
が
し
た
。

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご
利用の方はここから大和村ホームページ携帯
サイトへ簡単にアクセスできます。それ以外
の方は直接 URL を入力してアクセスしてくだ
さい。（http://www.vill.yamato.lg.jp/i/）

わ
き
ゃ
島
ユ
ム
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